
JMMCで自主減産表明も、原油相場は売りで反応
NY原油先物相場は、1バレル=74～80ドルのレンジで売買が交錯する展開になった。11月30日に石油

輸出国機構（OPEC）プラスの合同閣僚監視委員会（JMMC）開催を控え、一時79.60ドルまで上昇した。

そのJMMCでは複数の産油国が合計で日量220万バレル規模の自主減産を来年から開始することを表明

したが、原油相場は74ドル水準まで急落する展開になった。

JMMCでは、アフリカ産油国の反発もあって、協調減産枠の拡大は合意できなかった。このため、サウ

ジアラビア、イラク、UAE、クウェート、カザフスタン、アルジェリア、オマーン、ロシアが自主的な

減産を来年1月から実施することを表明した。サウジアラビアとロシアは現在実施中の自主減産の延長

になるが、それでも合計で日量220万バレル規模の減産枠が確保されている。ただし、マーケットでは

「協調減産」ではなく「自主減産」に留まったため、本当に減産が実施されるのか不透明感が警戒され、

原油相場は売りで反応した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（11月24日時点）は、原油が前週比161万バレル増、ガ

ソリンが176万バレル増、石油精製品が522万バレル減となった。
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【現状確認】
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JMMC後のトレンド形成見送り、70～80ドルのボックス相場へ
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【展望】

11月30日にJMMCが開催されたが、日量220万バレル規模の

自主減産発表でも原油相場の上昇再開は見送られ、地合の悪

さを再確認している。実際に今回表明された自主減産が実行

されれば、年明け後の国際原油需給に対する影響は大きいが、

減産の履行状況を見極めたいとの慎重ムードが優勢になって

いる。自主減産が履行されるのかは年明け後まで分からない

ため、年内はこのまま現在の70～80ドルのレンジで方向性を

欠く展開が続く可能性が高くなっている。

JMMCでの原油価格押し上げに失敗したことで、産油国の動

向に注意が求められるが、年内は追加の政策調整などは行わ

れないだろう。自主減産の表明を受けて70ドル割れに向けて

大きく売り込むことが難しくなる一方、実際の減産実施状況

を見極めたいとのムードが80ドル水準で上値を抑える展開が

続く見通し。ボックス相場を前提とした対応が基本になる。

米原油在庫は6週連続で増加している。米産油量の水準が切

り上がる一方、製油所稼働率が例年と比較して低めに抑えら

れていることが、在庫積み増しを促している。ただし、製油

所稼働率も上昇傾向が強まり始めており、原油在庫が7週連

続で増加するのか、8週間ぶりに減少に転じるのかは重要。

JMMCの開催を終えて、売買テーマの乏しさから改めて在庫

統計が注目されやすくなっている。

米利上げ終了観測から株高、ドル安傾向が強くなっているこ

とはポジティブ。12月8日には11月米雇用統計が発表される

が、特にドル安傾向が追認されると、為替環境から下落余地

が限定されよう。
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